
 

  

原子力施設等におけるトピックス 

（令和２年１０月５日～１０月１１日） 

令 和 ２年 １０月 １４日 

原 子 力 規 制 庁 

〇令和２年１０月５日～１０月１１日の間に発生した以下の法令報告事象に該当する事案は、下表のとおり。 

 原子炉等規制法第６２条の３又は放射性同位元素等規制法第３１条の２に基づく報告事案（発生に係る報告に限る） 

 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

   該当なし  

 

〇主要な原子力事業者（＊）の原子力事業所内で令和２年１０月５日～１０月１１日の間に発生した以下に該当する事案は、下表のとおり。 

 保安規定に定める運転上の制限から逸脱した事案 

 原子炉等規制法第６２条の３に基づく報告事項に該当しないが安全確保に関係する事案で、事業者がプレス公表したもの 

＊････原子力発電所を所有する電気事業者、日本原子力研究開発機構及び日本原燃㈱ 

 

発表日 事業者名 事業所名 件名 備考 

   該当なし  

 

＜参考＞ 海外の原子力施設におけるトピックス  

該当なし 

 

＜その他＞原子力科学研究所 FNS 棟消⽕栓ポンプ室（非管理区域）における⽕災について（１０月７日 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 HP 掲載） 
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令和2年10⽉7⽇
国⽴研究開発法⼈⽇本原⼦⼒研究開発機構

原⼦⼒科学研究所 FNS棟消⽕栓ポンプ室（⾮管理区域）における⽕災
について

1. 発⽣⽇時
令和2年10⽉7⽇（⽔）16時30分頃

2. 発⽣場所
⽇本原⼦⼒研究開発機構 原⼦⼒科学研究所
FNS棟（核融合炉物理実験棟）消⽕栓ポンプ室（⾮管理区域）

3. 状況
16時30分頃 FNS棟消⽕栓ポンプ室において、屋内消⽕栓の定期点検終了
後、消⽕栓呼⽔槽にピンホールを発⾒。補修のために補修シートを貼付す
るために補修部にパーツクリーナー液（引⽕性ガス）を吹き付け、錆を脱
脂させた。ヒートガンを⽤いて塗布⾯を乾燥させていたところ、⼩規模な
爆発（滞留したガスの異常燃焼）が発⽣し、熱波により請負作業員１名が
負傷した。負傷者は出⾎なし、意識あり。
17時19分頃 負傷者を村内の病院に運んだが、当該病院の判断を受けて東
海消防署に連絡し、救急⾞による搬送を依頼した。（１１９番通報）別の
病院に搬送。
17時52分頃 公設消防⾞１台（３名）⼊構。
18時00分頃 公設消防により「鎮⽕」が確認された。
18時05分頃 公設消防により「⽕災」と判断された。
18時08分頃 病院に到着。
19時35分頃 負傷者処置終了。顔及び両腕⽕傷（軽傷）。

4. 影響
周辺公衆及び従事者への放射性物質による影響はない。
他施設への影響もない。

5. 原因
調査中

【添付資料】
添付 原⼦⼒科学研究所施設の位置、FNS建家施設情報図、FNS棟 施設
概要

（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構HP掲載）
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https://www.jaea.go.jp/02/press2020/p20100701/s01.pdf
HOSOKAWA002
別紙
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（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構HP掲載）
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